
英語科 年間指導計画

広島市立吉島中学校

教科目標
・コミュニケーションに関心を持ち、積極的にコミュニケーションを図ろうと
するなど意欲的に取り組ませる。

・外国語を用いて自分の考えなどを話したり書いたりさせる。
・外国語を聞いたり読んだりして話し手や書き手の意向などを理解させる。
・外国語の学習を通して言語の背景にある考え方や文化などを理解し知識を身
につけさせる。

観点 ①コミュニケーションへの関心・意欲・態度
②表現の能力
③理解の能力
④言語や文化についての知識・理解

(第１学年）

月 単元・題材名 学習活動 評価規準 評価方法時数 観点

・英 語の音声に 慣れる ・英語の音に慣れることができる ① 【１学期】４ Let’ Startｓ 10 。

よ うに大きな 声で発 ・歌やゲームを通してアルファベ ・ 授 業 中 の

音する。 ットを正しく覚えることができ 観 察 （ 発

・教 室英語、英 語のあ る。 表 ・ 態 度

い さつ、自己 紹介を ・英語であいさつ、自己紹介がで ・ コ ミ ュ

通 して英語を 使うこ きる。 ニ ケ ー シ

とに慣れる。 ・簡単な指示を聞き取り適切な行 ョ ン 活 動

・Ｉ ａｍ～を 使っ 動ができる。 の 様 子 な５ ６PROGRAM １ ①②

自己紹介をする。 ど）話しかけてみよう ③④

・Ａ ｒｅ ｙｏ ｕ～？ ・Ｉ ａｍ～を使って自己紹介が ・提出物

を使って相手のこと できる。 ・小テスト

を たずねたり 答えた ・Ａｒｅ ｙｏｕ～？の疑問文と ・ 定 期 テ ス

りする。 その応答ができる。 ト

・Ｔ ｈｉｓ ｉ ｓ～を ・Ｔｈｉｓ ｉｓ～を使って第三 ・自己評価

使 って第三者 を紹介 者を紹介できる。 ・ 暗 唱 テ ス

する。 ト

・英 文の表記の 規則に ・ 英 作 文 、

従って書く。 英語表現

①②PROGRAM ２ ８ ・Ｉｓ ｔｈｉ ｓ～？

③④違っているからお とその応答を 使って

Ｇ ｕｅｓｓｉ ｎｇ ・Ｉｓ ｔｈｉｓ～？を使って身もしろい
Ｇａｍｅをおこなう の回りのものについて応答でき。

・家 族やペット 、友人 る。

の ことを紹介 する。 ・Ｈｅ、Ｓｈｅを使って第三者

（ ｈｅ，ｓｈ ｅ， を紹介することができる。

ｉｔの使い分け） ・Ｗｈａｔ～？を使って質問した

・Ｗ ｈａｔ～？ を使っ り答えたりできる。６
てわからない ものを ・驚きや喜びの感情を簡単な英語

た ずねたり答 えたり で表現できる。

する。

・驚 きや喜びの 表現を

身につける。

①②PROGRAM ３ ６ ・一般動詞を使 った肯 ・ｌｉｋｅ，ｐｌａｙなどを使っ

③④先生にきいてみよ 定文、否定文 、疑問 て自己表現できる。

文を使って表現する ・Ｄｏ ｙｏｕ～？の疑問文とそう 。

の応答ができる

・ｄｏｎ’ｔを使って自分がしな

いことについて表現できる。



月 単元・題材名 学習活動 評価規準 評価方法時数 観点

①②７ ９PROGRAM ４ ・２人（２つ） 以上い ・名詞の複数形を理解し、表現で

③④まちに出かけよう る（ある）こ とを表 きる。

す 形 を 理 解 し 、 物 ・命令や禁止の文を場面に応じて、

の数を正確に伝える 使うことができる。。

・命 令や禁止の 文が言 ・Ｗｈａｔ ｄｏ ｙｏｕ～？の

え て相手の言 ったこ 疑問文とその応答ができる。

とを動作で表す。

・Ｗ ｈａｔ ｄ ｏ

ｙ ｏｕ～？を 用いて

た ずねたり答 えたり

する。

①②まとめⅠ ３ ・ＰＲＯＧＲＡ Ｍ１～ ・ＰＲＯＧＲＡＭ１～４で学習し

③④４ で学習した 言語材 た内容を理解し運用できる。

料 について整 理し定 ・初対面の人へのあいさつや紹介

着をはかる。 ができる。

・機 内や空港で の基本 ・機内放送を聞いて情報を聞き取 【２学期】９ ４PROGRAM ５ ①②

的な会話が理解でき ることができる。 ・ 授 業 中 の由紀、アメリカに 、 ③④

伝 えられるよ うにす ・機内や空港での会話や意思表示 観 察 （ 発行く

る。 ができる。 表 ・ 態 度

・ ～ さ ん は ・ ・ し ま ・家族や友人等を三人称・単数・ ・ コ ミ ュ ニPROGRAM ６ ７ 「 ①②

す 」という言 い方が 現在を使って紹介できる。 ケ ー シ ョ同じこと、違うこ ③④

できるようにする。 ・Ｄｏｅｓ～？の疑問文とその応 ン 活 動 のと
・ ～ さ ん は ・ ・ し ま 答ができる。 様 子 な「

す か 」 と い う 言 い ・Ｗｈｏ～？の疑問文とその応答 ど）。

方 ができてそ の応答 ができる。 ・提出物

ができるようにする ・小テスト。

・Ｗ ｈｏ～？を 用いて ・ 定 期 テ ス10
た ずねたり答 えたり ト

する。 ・自己評価

・ ｢～の（もの） ｣とい ・ ～の（もの 」の言い方ができ ・ 暗 唱 テ スPROGRAM ７ ９ 「 ）

う言い方がで きるよ る。 トタコマの牧場で ①②

うにする。 ・Ｗｈｏｓｅ～？の疑問文とその ・ 英 作 文 、③④

・Ｗ ｈｏｓｅ～ ？を用 応答ができる。 英語表現

い てたずねた り答え ・Ｈｏｗ～？を使って方法をたず

たりする。 ねたりその応答ができる。

・Ｈ ｏｗ～？を 用いて

方 法をたずね たり答

えたりする。

①②11 PROGRAM ８ ７ ・ ｢今～しています。 ｣ ・ａｍ，ｉｓ，ａｒｅ＋～ｉｎｇ

③④E メールを書こう ｢今～していません を使って今現在のことを表現で。」

｢今～していますか ｣ きる。。

を 使って今現 在のこ ・ａｍ，ｉｓ，ａｒｅ＋～ｉｎｇ

とを表現する。 の疑問文とその応答、否定文を

・名前を使わないで｢彼 使って表現できる。

（女）を｣「彼（女） ・名前を使わないでｈｉｍ，ｈｅ

に 」という言 い方で ｒを使って第三者のことを表現

第 三者のこと を表現 できる。

する。

①②PROGRAM ９ 10 ・ ｢～しました。 ｣「～ ・動詞の過去形を使って自己表現

③④カードをもらって し ま せ ん で し た 」 ができる。。

と いう言い方 が表現 ・Ｄｉｄ～？を使ってたずねたりうれしいな

できるようにする。 その応答ができる。

・｢～しましたか」とい ・ｄｉｄｎ’ｔ～を使って「～し12
う 言い方がで きてそ ませんでした 」と表現すること。

の 応答ができ るよう ができる。

にする。 ・Ｗｈｅｒｅ～？を使ってたずね

・Ｗ ｈｅｒｅ～ ？を用 たりその応答ができる。

い てたずねた り答え

たりする。



月 単元・題材名 学習活動 評価規準 評価方法時数 観点

①②12 まとめⅡ ３ ・ＰＲＯＧＲＡ Ｍ５～ ・ＰＲＯＧＲＡＭ５～９で学習し

③④９ で学習した 言語材 た内容を理解し運用できる。

料 について整 理し定 ・買い物をする場面での表現を使

着を図る。 うことができる。

・で きること、 できな ・ｃａｎ，ｃａｎ’ｔを使ってで 【３学期】１ ６PROGRAM 10 ①②

い ことについ て表現 きること、できないことについ ・ 授 業 中 のLet s Save the’ ③④

できるようにする。 て自己表現できる。 観 察 （ 発Earth
・ ～できますか 」と ・Ｃａｎ～？を使ってできるかど 表 ・ 態 度「 。

た ずねたり答 えたり うかたずねたりその応答ができ ・ コ ミ ュ ニ

する。 る。 ケ ー シ ョ

・｢～してもらえます ・Ｃａｎ ｙｏｕ～？を使って頼 ン 活 動 の

か。｣と頼む表現がで んだりその応答ができる。 様 子 な

きるようにする。 ・Ｗｈｅｎ～？を使ってたずねた ど）

・Ｗ ｈｅｎ～？ を使っ りその応答ができる。 ・提出物

て たずねたり 答えた ・小テスト

りする。 ・ 定 期 テ ス

・電 話やインタ ーネッ ・電話やインターネットでよく使 ト２ ６PROGRAM 11 ①②

ト での簡単な 応答が われる表現を使うことができ、 ・自己評価An International ③④

できるようにする。 また適切な応答ができる。 ・ 暗 唱 テ スCall ７
・まとまった英 文の大 ・まとまった英文の大まかな内容 トPROGRAM 12 ①②

まかな内容をつかむ をつかむことができる。 ・ 英 作 文 、The Internet 。 ③④

・今 まで習った 英語を ・教科書の出ているメールの内容 英語表現３ Is Fun．
使って自分の 考えを について自分の考えを表現でき

表現する。 る。

①②まとめⅢ ４ ・ＰＲＯＧＲＡ Ｍ１０ ・ＰＲＯＧＲＡＭ１０～１２で学

③④～ １２で学習 した言 習した内容を理解し運用できる。

語 材料につい て整理 ・買い物をする場面での表現を使

し定着を図る。 うことができる。

105合 計


